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通期連結業績予想および期末配当予想の修正に関するお知らせ 
 

 

最近の業績動向を踏まえ、2021 年 2月 15 日に公表しました通期連結業績予想および 2021 年 8 月 6日に

公表しました期末配当予想を下記のとおり修正いたしますので、お知らせいたします。 

 

記 

１．連結業績予想の修正 

１）2021 年 12 月期通期連結業績予想値の修正（2021 年 1 月 1 日～2021 年 12 月 31 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前 回 予 想 ( A ) 
百万円 

57,000 
百万円 

5,500 
百万円 

5,600 
百万円 

3,500 
円 銭 

245.71 

今 回 修 正 ( B ) 57,500 6,200 6,700 4,000 281.16 

増減額 ( B )－ ( A ) 500 700 1,100 500 － 

増 減 率 （ ％ ） 0.9 12.7 19.6 14.3 － 

（ご参考）前期通期実績 

（2020 年 12 月期） 
51,505 4,311 4,453 2,380 167.23 

 

２）修正の理由 

世界経済は、年初より先進国を中心に新型コロナのワクチン普及を背景として回復軌道となり、

当社グループの業績についても第 2 四半期までは堅調に推移しておりましたが、当四半期以降、当

社グループの主要取引先である自動車メーカーは、半導体やアジアにおける新型コロナの影響によ

る部品の不足により、生産調整が拡大している状況にあります。 

当社グループにおいても刻々と変動する受注量に対し、必要に応じて休業を実施しており、また、

主に北米での港湾混雑の影響による部品の輸送遅延に加え、世界的な材料価格や海上運賃の高騰も

継続しております。 

   上記のとおり、第 4 四半期以降厳しい状況ではありますが、第 2 四半期までは当社グループの業

績は堅調に推移したこと、2021 年 9 月 30 日に「中国連結子会社の固定資産の譲渡に伴う特別利益

の計上に関するお知らせ」で開示しました特別利益：54,212 千中国元（約 921 百万円)を含め、年初

の計画を上回る業績で推移していることから、2021 年 12 月期の連結業績予想について 2021 年 2 月

15 日の公表値を修正いたします。 

   なお、第 4四半期連結会計期間の為替レートについては、1US$＝113 円を想定しております。 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

２．配当予想の修正 

 １）2021 年 12 月期期末配当予想の修正 

 １株当たり配当金 

 第２四半期末 期  末 合  計 

前 回 予 想 

（2021 年 8 月 6 日発表） 
 38.00 円 76.00 円 

今 回 修 正 予 想  40.00 円 78.00 円 

当 期 実 績 38.00 円   

前 期 実 績 

（ 2 0 2 0 年 1 2 月期） 
15.00 円 30.00 円 45.00 円 

 

２）配当予想修正の理由 

当社は、将来にわたる株主利益の確保と必要な内部留保を行い、業績も勘案しながら安定した配

当を継続して実施することを基本方針としております。 

通期連結業績予想が 2021 年 2 月 15 日に公表した業績を上回る見込みであるため、配当予想の修

正を行うものです。 

 

 

 

 

 

上記の予想は、本資料発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、

今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 


